
団体名： 豊橋商工会議所

得られた効果 備考

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 106.7 ％） （達成度 118.3 ％） Ａ Ｂ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 140.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 118.0 ％） （達成度 82.9 ％） Ａ Ａ 上げる 上げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 90.2 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 上げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 117.6 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 100.0 ％） （達成度 91.4 ％） Ｃ Ｂ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 変更する 変更する

２０１９年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

巡回・窓口相談指導
事業

小規模事業者の金融、経理、税
務、及び雇用対策等に関
する経営諸問題について相談を受
け、商工会議所を始
め、国、県、市の各種制度の積極
的な利用を促がすこと
で、経営改善の一助となることを目
的に実施する。

巡回・窓口指導延件数：1,536件
巡回・窓口実企業数：932件
課題解決提案件数：142件
経営革新承認件数：2件

小規模事業者

指標

巡回窓口指導延件数

指標

課題解決提案件数
経営指導員による巡回・窓
口相談指導の結果、小規
模事業者へ、商工会議所・
国・県・市の金融・雇用・補
助金等を中心とした各種施
策普及を図ることで、経営
支援を行うことができた。

実績
数値

142

記帳継続指導

管内個人小規模事業者の自主記
帳の促進を図ることを目的として、
日常の記帳から決算・税務申告に
至るまで記帳実務の習得に向けて
取り組んでいる。また、決算時には
税理士による記帳専門指導を行
い、適正な決算書作成に向けて指
導する。
具体的には、毎月記帳状況を確認
するとともに、源泉徴収や決算処
理、確定申告などの事務処理方法
について指導する。

指導対象事業所数　14件

小規模事業者

指標

指導対象事業所数

指標

目標
数値

1,440
実績
数値

1,536
目標
数値

120

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

次年度も引き続い
て小規模事業者の
経営課題解決のた
め、巡回・窓口相談
指導対応をしてい
く。また、必要に応
じて専門家派遣等
を実施する。

講習会等

目まぐるしく変化する経済情勢に対
応した情報提供を通じて、小規模
事業者の経営革新と人材育成をサ
ポートする。　また、複雑化する経
営環境に対して小規模事業者が健
全かつ高度な経営が行えるよう、専
門的な立場からの意見、アドバイ
ス、指導が容易に得られる場を提供
する。

小規模事業者向けの講習講演
会を年間23回実施
参加者総数　826人（内小規
模事業者参加人数128人）
毎月10日（原則）、延べ72回の
無料相談会を当所で開催
　　相談者数　58名

小規模、中小
事業所の経営
者、幹部、社

員

指標

集団参加人数

創業者や白色申告者
を中心に引き続き正し
い帳簿の作成、確定
申告について指導を
していく。

目標
数値

10
実績
数値

14
目標
数値

実績
数値

相談の傾向として創業者（主に
美容業、鍼灸院、飲食業等）の
方が多く来所され、正しい帳簿
作成や確定申告の仕方につい
て指導する事ができ、今後の安
定的な経営活動の支援を図る
事ができた。 総

合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

青年部

若手経営者、後継者育成のための
組織。会員相互の啓発と企業の持
続的発展、商工会議所の事業活動
の活性化及び地域産業・経済の発
展のため、提言、意見具申を含め
て各種事業を行う。
ひとづくり委員会、まちづくり委員
会、ことづくり委員会、ええじゃない
か委員会、地域交流委員会、会員
交流委員会、総務広報委員会を設
置し各事業を実施する。

ひとづくり委員会、まちづくり委員会、
ことづくり委員会、ええじゃないか委
員会、地域交流委員会、会員交流委
員会、総務広報委員会を設置し各種
事業を実施した。
開催回数　110回

小規模事業者
及び中小企業

指標

総会・役員会・正副会長会
議・委員会の開催

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

引き続き計画的なカリ
キュラムを企画し、安
定したスキル向上をサ
ポートしていきたい。
小規模事業者が参加
しやすいプログラムを
検討したい。

目標
数値

700
実績
数値

826
目標
数値

70

指標

個別相談者数
参加者、特に従業員に対する
計画的な教育機会を提供する
ことによりスキル向上に寄与し
た。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

58

女性会

主に小規模事業者・中小企業であ
る女性経営者および共
同経営者のスキルアップを図ること
により、経営力向上
に繋がる可能性があり、事業活性
化を図る。

1.役員会12回
2.総会(1回・臨時総会1回) 計2
回
3.月例会6回
4.その他(県女連総会・関係諸
団体諸会合及び各種行事等)

主に小規模事
業者・中小企
業の女性経営
者または共同

経営者。

指標

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

単会内、渉外事業を
積極的に実施すること
で地域の活性化に繋
げていく。

目標
数値

122
実績
数値

110
目標
数値

指標

単会内の事業や渉外事業を積
極的に実施し異業種のネット
ワークの繋がりを強めたことで
会員企業の経営発展に寄与す
ることが出来た。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

目標
数値

17
実績
数値

20
目標
数値

役員会・総会・月例会等
開催

指標

女性会の各種事業等を契
機として、女性経営者また
は共同経営者としての資質
向上に繋がり、それぞれの
事業面において活かしてい
くノウハウを得られたこと
で、事業活性化に繋がっ
た。

総
合
評
価

Ａ

実績
数値

調査・広報事業

市内の景気動向や地域の商工業
者の景況を把握・分析し、各種媒体
等での公表や経営指導時の活用な
どを通じ、小規模事業者の経営活
動に資するため、市内の（会員）事
業所や各種業界団体を対象とした
各種調査を実施する。
小規模事業者（商業サービス業）の
新商品や新サービスのテストマーケ
ティングを実施する。
小規模事業者（製造業）の技術課
題と大学の技術テーマのマッチン
グを実施する。

・豊橋市景気動向調査（4回：
回収率50％）
・中小企業景況調査（4回：回
収率64％）
・商工会議所LOBO調査（12
回）

中小企業
小規模事業者

指標

景気動向調査調査票回収率

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

今後も現行どおり
の目標が達成でき
るように、女性会の
各種事業等を推進
していく。

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

現行の調査方法に加
え、電話や経営指導
員の巡回時にヒアリン
グを行い、集計データ
及び分析結果の信頼
性を高める他、地域中
小企業が抱える課題
の集約に取り組む。 〇

目標
数値

50%
実績
数値

50%
目標
数値

70%

指標

景況調査調査票回収率

地域中小企業の景況感を
全業種に亘って網羅的に
調査し、整理分析を行うこと
で、中小企業の経営環境
や抱えている課題を把握
し、その解決に寄与した。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

64%

※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付すこと。

※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。

※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。



団体名： 豊橋商工会議所

得られた効果 備考

２０１９年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 97.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 97.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 94.5 ％） （達成度 0.0 ％） Ｂ Ｂ 現行どおり 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｃ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 41.7 ％） （達成度 ％） Ｂ Ａ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｃ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 75.8 ％） （達成度 100.0 ％） Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 100.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

事業計画策定支援

企業のライフステージに応じたセミ
ナーの実施、支援を実施。事業者
との相談や面談の中で、小規模事
業者とともに事業計画策定を実施
する。
経営革新・経営改善支援
企業成長・経営安定支援
創業・起業支援
事業承継・Ｍ＆Ａ支援

計画策定支援においては、小規模
事業者・中小企業向けの補助金制度
が数多く公募されるなか、主に申請
書作成に係る経営計画策定の支援
を行い、目標数値を大幅に上回る結
果となった。 市内

小規模事業者

指標
事業計画策定支援

事業計画実施支援

事業計画の策定を支援した事業者
に対し伴走型フォロー
アップという位置づけで行い、事業
計画や行動計画の実
行、経営指導員による二人三脚で
支援を実施する。

計画策定支援後、事業者に対して、
適宜連絡をとり、計画の進捗等につ
いて確認するとともに、プレスリリース
や専門家派遣など具体的な実行支
援も行った。

事業計画
策定支援した

事業者

指標

事業計画策定事業者への
フォローアップ回数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

補助金申請をはじめ
経営計画作成ニーズ
は高まっているため継
続して行う。

〇

目標
数値

100
実績
数値

97
目標
数値

指標

小規模事業者は、日々の営業
に追われ、自社の中・長期的な
ビジョンが欠落しがちである
が、伴走型で行う計画作成支
援は、自社を見直す機会、また
未経験者にとっては国等の補
助金を活用する機会にもつな
がっている。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

情報交換・商談会

新たな取引先や販路・協力先の拡
大・共同開発などに繋
げるビジネスマッチングの場を創出
することにより、事
業所の活性化と地域の振興を図
る。

<地域の商談会>令和2年12月
19日・20日の2日間、豊橋商工
会議所にて開催。参加申込み
事業所数156。
<とよはしビズネット>未実施
<ｱﾗｲｱﾝｽ･ﾊﾟｰﾄﾅｰ発掘市>
募集・商談会対応　２回
<地域商談会（三河・知多会場）＞
募集・商談会対応　２回

小規模事業者

指標

地域の絆商談会
参加申込事業所数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

計画策定と合わせて
フォローアップを行うこ
とは、計画の進捗確認
や見直しにつながり、
重要であるため、継続
して行う。

〇

目標
数値

200
実績
数値

194
目標
数値

指標

フォローアップの中では、プレ
スリリースにより販路拡大につ
ながったり、計画策定後の環境
変化によって、計画の見直し・
変更を行うことなどができた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

プレスリリース発信支
援・販促支援事業

企業の販売促進力の強化を図るた
め、メディアへの露出を戦略的に行
い記事掲載される確率を向上させ、
世間に自社商品・サービスの認知
度を高めることで、販路開拓を図
る。
チラシ・ＤＭ等販促物作成支援ＨＰ
作成等ＩＴ関連支援

15社のプレスリリースを支援

市内小規模事
業者等

指標

プレスリリース利用企業数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

参加者のより広域
化と深堀をはかり商
談機会の増大で効
果の高い事業とす
る。

〇

目標
数値

165
実績
数値

156
目標
数値

30

指標

とよはしビズネット
参加企業数

下請中小企業の技術や製
品による新規取引先の開
拓と将来の継続的な取引
への発展について大変有
効・有意義であった。金融機関
とも連携し、事業
チャンスの少ない他地域で
の事業の巾を広げることに
もつながった。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値
0

雇用促進事業

＜学生就職情報センター＞大学生
等の新卒予定者と地元優良企業の
出会いの場をつくる。
＜無料職業紹介所＞新卒学生以
外の雇用マッチングを行う。
＜ビジネスパーク＞中学生・高校生
に地元企業を知ってもらうことによ
り、地元に就職する意欲を高める。

＜学生就職情報センター＞合
同企業説明会等の開催
（4/19、5/17、6/26、9/3、12/26、
2/6、2/14、3/5に実施）参加企業数
493社
＜無料職業相談所＞
紹介数26件、採用者数11件
＜ビジネスパーク＞
　開催回数2回

人材確保した
い小規模事業
者をはじめと
する会員企業

指標

合同企業説明会参加企業数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

プレスリリース先につ
いて、Web媒体の開
拓を検討する。

〇

目標
数値

36
実績
数値

15
目標
数値

指標

15社（内未リリース3件）のうち、
6社がメディアに取り上げられた
ことにより、認知度を高めること
ができた。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

婚活支援事業

市内に事業所をおく小規模事業者
をはじめとする事業主・後継者・従
業員を対象に、結婚を希望する独
身男女の出会いをサポートすること
で後継者不足の解消に努めるととも
に、地域の企業との連携、地域資
源の活用等を通して地域活性化を
図る。

パーティー形式、イベント形式
による婚活支援事業を４回開催
した。

小規模事業者

指標

開催回数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

説明会は目標数値に
届いていないが、3月9
日分（116社出展予
定）が中止となったた
めである。これをふま
えるとほぼ目標どおり
の実績となることから
次年度も据え置きとす
る。目標

数値
650

実績
数値

493
目標
数値

2

指標

ビジネスパーク開催回数
小規模事業者へ人材採用機会
を提供し、雇用の確保と経営の
安定の一助となった。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

2

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

年齢幅の検討と地
域活性化に寄与す
る企画の検討が必
要

目標
数値

3
実績
数値

3
目標
数値

指標

男女の出会いをサポートす
ることで、後継者不足の解
消、少子化対策、地域活性
化につながった。
3月開催分については、新型コ
ロナウイルスの感染拡大防止
のため、開催中止した。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付すこと。

※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。

※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。



団体名： 豊橋商工会議所

得られた効果 備考

２０１９年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 169.6 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 上げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 変更する

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 100.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 82.6 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 114.3 ％） （達成度 133.3 ％） Ｂ Ｂ 下げる 上げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 75.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 66.7 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｃ Ａ 現行どおり

炎の祭典事業

炎の祭典の開催を通して、全国に
向けた情報発信による当地域の知
名度向上を図るとともに、旅行社、
バス会社等を通じてツアー商品を
造成していただき観光客の誘致増
強に取り組むことをもって地域経済
活性化を図る。

旅行社、バス会社等のツアー
観光客数　1,696人

一般市民、市
外観光客

指標

〇

目標
数値

1000
実績
数値

1696
目標
数値

ツアー観光客数

指標

従来の実施方法から変更した。
全国に豊橋の手筒花火と
いう伝統芸能を紹介し知名
度向上に寄与したとともに、
来場客に物産・土産品の販
売を行うことが出来た。

総
合
評
価

Ａ

実績
数値

ものづくり博覧会事業

昭和59年より、名称変更をしなが
ら、隔年にて地元のものづくり技術
の強さや魅力を「発信」し、次世代
の若者たちに“ものづくりの楽しさ”
を知ってもらうことを目的に開催して
いる。
隔年開催のため、今年度は企画・
準備の年となる。

開催に向けて、ものづくり博企画委員
会を3回開催し、企画・運営準備を
行った。(10/21、12/25、2/21）

東三河地域のも
のづくり企業（小
規模事業者を含

む）（申込制）

指標
申込・出展企業・団体数

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

来年度は新型コロナ
ウイルスの影響で旅行
客、特にバスツ
アーの動向は厳し
いものと想定。顧客満
足度の
向上により集客増
を図っていきたい。

地域振興祭事業

『ええじゃないか豊橋』を中心とした
演出をし、特色あるまつりとして多く
の来場者を動員することにより商店
街をはじめとした中心市街地の活
性化を図る。

ええじゃないか舞らん行列参加
人数　413人

中小・小規模
事業者

指標

ええじゃないか豊橋パレカ
参加人数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

次年度開催に向けて
準備・企画を進めると
ともに、出展企業に
とって、継続的にもの
づくり人財の確保・育
成を図ることができる
事業展開を行う。。

〇

目標
数値

3
実績
数値

3
目標
数値

指標

3回の委員会開催により、近年
の課題である若者（学生）の来
場を促すため、小中学生向け、
また高校・大学生向けのイベン
ト企画を行うことができた。 総

合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

商店街・街づくり事業

地域商店街は、単独で活動する事
が難しく商店街が複数連携する事
業、地域の大型商業施設との情報
交換及び連携事業により商店街振
興を図る。
中心市街地商店街の商業機能衰
退を、まちづくり会社へ事業支援を
行うことで民間活力による事業の推
進を図る。

①イルミネーションフェスティバ
ル・商業団体街路灯等電灯料
補助（24団体）
②豊橋商業活動懇話会の開催
③豊橋市中心市街地活性化協
議会へ参画
④空き店舗対策事業などの活
性化事業へ参画（4件）

商店街、小規
模事業者、中
心市街地に立
地する事業所

指標

参画商店街数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

前夜祭を盛大に開催
するなどし、産業界の
まとめ役として豊橋ま
つりを盛り上げていき
たい。事業所の参画
を促し、業所PRに寄
与できる企画を推進し
ていきたい。

目標
数値

500
実績
数値

413
目標
数値

指標

運営方法を見直し各団体の事
情に合わせた参加方法を提供
できた。まつりコンセプトに合致
した改善を施し、豊橋まつりの
盛り上げにつなげることができ
た。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

地域産業活性化事業

豊橋・豊川・蒲郡商工会議所および
東三河地区の商工会、㈱サイエン
ス・クリエイト、豊橋技術科学大学等
と組織し、地域内外の支援、連携機
関との連携・協働事業の実施等に
より、管内のものづくり企業の育成
強化を図り、新産業・新事業創出に
繋がる支援活動を展開する。

産業創出やマッチングを促す
ための豊橋技術科学大学の研
究室紹介事業やものづくり人財
の育成のためのMOT講座と見
学会等を開催した。また浜松、
飯田地区との広域連携により、
ナブテスコIへの展示商談会も
共同開催した。

東三河の商工会
議所管内のもの
づくり企業を対象
とした「東三河も
のづくり企業」

指標

セミナー、交流会、ﾏｯﾁﾝｸﾞ
等の回数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

活動している商店街
組織数が年々減少し
ているため「参画商店
街数」の目標を実情に
合わせた設定とする。

目標
数値

21
実績
数値

24
目標
数値

3

指標

空き店舗活用事業
実施店舗数

イルミネーションフェスティバル
開催により、中心市街地の賑わ
いに繋がった。
空き店舗対策事業では、魅力
ある店舗を空き物件に積極的
に入居していただき、中心市街
地の賑わいに貢献した。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

4

エコカー事業

次世代を担う子供たちを対象に環
境にやさしい技術、取
り組みを“ものづくり”を通じて学ぶ
機会を提供するこ
とにより、将来に向けた人材育成に
加え地球環境活動の
一助となることを目的として事業を
展開する。

１．第17回高等学校エコカー
レース総合大会（6月23日)
２．ものづくり教室の実施(1月25
日)
委員会・ワーキング開催 2回

将来ものづく
りをめざす高
校生、小中学

生

指標

委員会・ワーキング
開催回数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

新産業や新事業創出
の地域としての玉だし
やものづくり人材確保
に向けた取り組みを強
化し、企業力と地域産
業力の向上、発展に
つなげる。

目標
数値

4
実績
数値

3
目標
数値

指標

MOT講座では地元企業の事
例を含め、技術経営を学ぶ機
会を提供できた。また三遠南信
地域による商談会への参画に
より、マッチング機会の提供が
できた。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

各事業を通じて次
世代のものづくり人
財育成を図ってい
く。

目標
数値

3
実績
数値

2
目標
数値

指標

次世代のものづくり人財の
育成が図られものづくりや
環境に対する意識向上を
図ることができた。 総

合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付すこと。

※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。

※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。



団体名： 豊橋商工会議所

得られた効果 備考

２０１９年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 100.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 90.4 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 138.0 ％） （達成度 93.5 ％） Ａ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 56.7 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｃ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 90.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 137.0 ％） （達成度 123.1 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

ＢＣＰ事業

災害(大地震、水害など)に遭遇した
際の緊急時における対策につい
て、事業の早期復旧・継続のための
準備や計画を中心に検討しておく
ことが大切であり、ＮＰＯ団体等と連
携してBCPに関するセミナー及び
防災フェア等を通して普及をしてい
く。

1.BCPセミナー1回
2.第14回防災フェア1回
3.市・地元大学・NPO団体と連
携して、BCP普及等に関する検
討3回 小規模事業

者・中小企業

指標

セミナーおよび防災フェア
の開催

人材育成事業

事業主、従業員のスキルアップのた
め、日本商工会議所、東京商工会
議所主催の検定試験を実施する。

日本商工会議所、東京商工会
議所主催の検定試験の実施
（内、簿記検定試験受験者数
1,627人）

小規模、中小
事業所の従業

員、幹部社
員、経営者

指標
簿記検定実受験者数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

BCP普及等を図る
ため、市・地元大
学・NPO団体・関連
団体等と連携しな
がら、BCPセミナー
及び防災フェアを
実施する。目標

数値
2

実績
数値

2
目標
数値

指標

BCPセミナー開催により、事業
継続力の強化を図ることができ
た。防災フェアにおいては、
NPO団体・市との連携により、
防災セミナー・講演会を開催し
BCPの普及を行うことができ
た。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

福利厚生事業

小規模事業者は、福利厚生や不測
の事態が起こったときの備えが不十
分で、不安定な経営を余儀なくされ
ている場合が多い。そこで、共済・
保険への加入促進を図るとともに労
働安全衛生規則により義務付けら
れている定期健康診断を実施する
ことにより、経営の安定と事業主を
はじめ、そこで働く従業員が、安心
して働ける職場を図る。また、同業
種だけでなく異業種の経営者が参
加することにより、相互に情報交換
ができる場を提供する。

生命共済、特定退職金共済制
度、ＰＬ保険、業務災害補償
等、各種共済・保険の加入促
進と定期健康診断事業を実施
共済・保険加入事業所数　276
社
定期健康診断受診者数187人

小規模事業
者・中小企業

指標
共済・保険加入事業所数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

引き続き人材育成を
図るべく継続実施する

目標
数値

1800
実績
数値

1627
目標
数値

指標

検定試験を施行することで、小
規模事業者の経営者や従業員
のスキルアップ、レベルアップ
に寄与できた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

労働保険事業

労働保険（労災・雇用保険）の加入
手続をはじめとした各種事務処理
は、中小企業の事業主に負担にな
ることが少なくない。そのため事業
主に代わって各種届出等労働保険
の事務を代行し、事務負担の軽減
を図るとともに労働保険適用の加入
促進を行う。

労働保険事務新規委託件数
17件（保険関係ごとの合計） 常時使用する

労働者数300人
以下（金融
業・保険業・

不動産業･小売
業は50人以
下、卸売業・
サービス業は
100人以下）

指標

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

次年度も引き続き共
済並びに保険制度の
加入促進及び健康診
断を実施し小規模事
業者における福利厚
生の充実を図る。

目標
数値

200
実績
数値

276
目標
数値

200

指標
定期健康診断受診者数

小規模事業者の福利厚生を充
実させ、事業者及び従業員の
健康状態を把握することにより
生活習慣病の予防と安定的な
事業活動の維持を図るための
一助となった。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値
187

目標
数値

30
実績
数値

17
目標
数値

新規委託件
指標

雇用保険の加入・喪失手続き
や保険料申告事務を代行する
ことにより事業主の事務負担を
軽減でき、雇
用・労務をはじめとした労働保
険についての各種相談にも対
応できた。

総
合
評
価

Ａ

実績
数値

産業団体等指導事業

豊橋市を中心に、主として東三河
の市並びに町に所在する事業所を
以って組織し、会員の資質向上の
ための勉強会並びに経済的諸条件
の向上を図ると共に、産業の振興
に寄与する。

豊橋鉄工会で以下事業を行っ
た。
①野球大会（1回）
②総会（1回）
③講演会（１回）
④ボウリング大会（1回）
⑤先進企業見学会（1回）
⑥優良従業員表彰式（1回）
⑦正副、役員、会員懇談会（3回）

市内の中小企
業者、小規模

事業者

指標
鉄工会事業の回数

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

引き続き、新規委託事
業所の適用促進を図
るとともに、委託された
事業主の事務負担軽
減に努め各種相談に
も対応していく。

若手後継者育成事業

地域経済の発展に寄与することが
できる人材育成、意識の醸成、経営
者の資質向上を図るべく「行政への
政策提言」という枠組みでセミナー
および豊橋市役所若手職員との
ディスカッションを企画･運営する。

①、地域が抱える問題や改善すべき
点について、豊橋商工会議所青年
部会員によるセミナー及びディスカッ
ションを開催
②①の結果を会議資料としてまとめ、
主旨講演に続き、豊橋市役所若手職
員と青年部会員とのディスカッション
を開催
①②参加者数　　　　　　137人
　　　アンケート満足度　98.5％

小規模事業者
及び中小企業

指標

参加人数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

基本的には、現行通り
各団体のニーズを把
握しながら、実施して
いく。加えて当地域、
業界の発展につなが
るような活動等も支援
する。目標

数値
10

実績
数値

9
目標
数値

指標

金属工業の業界団体として、主
には親睦を目的に事業が展開
できた。特に、優良従業員表彰
は、単独企業ではなかなか効
果が見えにくいが、共同で開催
し、業界で表彰することで、定
着率や従業員のモチベーショ
ンのアップにつながっている。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

地域の活性化、企業
の経営発展に資する
事業を展開していく。

目標
数値

100
実績
数値

137
目標
数値

80%

指標

参加者満足度
行政職員とディスカッションする
ことにより、地域が抱える問題
や改善すべき点について、官
民それぞれのの意見を共有す
ることができた。それにより、会
員個々が豊橋市の地域経済、
ひいては自社の発展について
真剣に考え、実践していくきっ
かけ作りができた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

98.5%

※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付すこと。

※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。

※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。


